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最古日本の女性生活の根柢

　
　
　
　
　
一
　
万
葉
び
と
―――
琉
球
人

　古
代
の
歴
史
は
、
事
実
の
記
憶
か
ら
編
み
出
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
神

人
に
神
憑
り
し
た
神
の
、
物
語
つ
た
叙
事
詩
か
ら
生
れ
て
来
た
の
で
あ
る
。

謂
は
ゞ
夢
語
り
と
も
言
ふ
べ
き
部
分
の
多
い
伝
へ
の
、
世
を
経
て
後
、
筆

録
せ
ら
れ
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
日
本
の
歴
史
は
、
語
部
と
言
は
れ
た
、

村
々
国
々
の
神
の
物
語
を
伝
誦
す
る
職
業
団
体
の
人
々
の
口
頭
に
、
久
し

く
保
存
せ
ら
れ
て
居
た
律
文
が
、
最
初
の
形
で
あ
つ
た
。
此
を
散
文
化
し

て
、
文
字
に
記
し
た
の
が
、
古
事
記
・
日
本
紀
其
他
の
書
物
に
残
る
古
代

史
な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
成
立
の
始
め
か
ら
、
宗
教
に
関
係
し
て
居
る
。

神
々
の
色
彩
を
持
た
な
い
事
実
な
ど
の
、
後
世
に
伝
は
り
や
う
は
あ
る
べ

き
筈
が
な
い
の
だ
。
並
み
の
女
の
や
う
に
見
え
て
居
る
女
性
の
伝
説
も
、

よ
く
見
て
行
く
と
、
き
つ
と
皆
神
事
に
与
つ
た
女
性
の
、
神
事
以
外
の
生
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活
を
と
り
扱
う
て
居
る
の
で
あ
つ
た
。
事
実
に
於
て
、
我
々
が
溯
れ
る
限

り
の
古
代
に
実
在
し
た
女
性
の
生
活
は
、
一
生
涯
或
は
あ
る
期
間
は
、
必

巫
女
と
し
て
費
さ
れ
て
来
た
も
の
と
見
て
よ
い
。
し
て
見
れ
ば
、
古
代
史

に
見
え
た
女
性
の
事
蹟
に
、
宗
教
の
匂
ひ
の
豊
か
な
理
由
も
知
れ
る
事
で

あ
る
。
女
と
し
て
神
事
に
与
ら
な
か
つ
た
者
は
な
く
、
神
事
に
関
係
せ
な

か
つ
た
女
の
身
の
上
が
、
物
語
の
上
に
伝
誦
せ
ら
れ
る
訣
が
な
か
つ
た
の

で
あ
る
。

私
は
所
謂
有
史
以
後
奈
良
朝
以
前
の
日
本
人
を
、
　マ

ン
ネ
フ
ビ
ト

万
葉
人　
と
言
ひ
慣
し
て

来
た
。
万
葉
集
は
　ほ
ぼ略　
、
日
本
民
族
が
国
家
意
識
を
出
し
か
け
た
時
代
か
ら
、

其
観
念
の
確
立
し
た
頃
ま
で
の
人
々
の
内
生
活
の
記
録
と
も
見
る
べ
き
も

の
で
あ
る
。
此
期
間
の
人
々
を
、
精
神
生
活
の
方
面
か
ら
見
た
時
の
呼
び

名
と
し
て
、
恰
好
な
も
の
と
信
じ
て
居
る
。
古
事
記
・
日
本
紀
・
風
土
記

の
記
述
は
、
万
葉
人
の
生
活
並
び
に
、
若
干
は
、
其
以
前
の
時
代
の
外
生
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活
に
触
れ
て
居
る
。
茲
に
万
葉
集
を
註
釈
と
し
、
更
に
今
一
つ
生
き
た
註

釈
を
利
用
す
る
便
宜
が
与
へ
ら
れ
て
居
る
。

万
葉
人
の
時
代
に
は
以
前
共
に
携
へ
て
移
動
し
て
来
た
同
民
族
の
落
ち
こ

ぼ
れ
と
し
て
、
途
中
の
島
々
に
定
住
し
た
南
島
の
人
々
を
、
既
に
異
郷
人

と
考
へ
出
し
て
居
た
。
其
南
島
定
住
者
の
後
な
る
沖
縄
諸
島
の
人
々
の
間

の
、
現
在
亡
び
か
け
て
居
る
民
間
伝
承
に
よ
つ
て
、
我
万
葉
人
或
は
其
以

前
の
生
活
を
窺
ふ
事
の
出
来
る
の
は
、
実
際
も
つ
け
の
幸
と
も
言
ふ
べ
き
、

日
本
の
学
者
に
の
み
与
へ
ら
れ
た
恩
賚
で
あ
る
。
沖
縄
人
は
、
百
中
の
九

十
九
ま
で
は
支
那
人
の
末
で
は
な
い
。
我
々
の
祖
先
と
手
を
分
つ
様
に
な

つ
た
頃
の
姿
を
、
今
に
多
く
伝
へ
て
居
る
。
万
葉
人
が
現
に
生
き
て
、
琉

球
諸
島
の
上
に
、
万
葉
生
活
を
、
大
正
の
今
日
、
我
々
の
前
に
再
現
し
て

く
れ
て
居
る
訣
な
の
だ
。
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二
　
君
主
―――
巫
女

　大
化
の
改
新
の
一
つ
の
大
き
な
目
的
は
、
政
教
分
離
に
あ
つ
た
。
さ
う
言

ふ
よ
り
は
、
教
権
を
奪
ふ
事
が
、
政
権
を
も
と
り
あ
げ
る
事
に
な
る
と
言

ふ
処
に
目
を
つ
け
た
の
が
、
此
計
画
者
の
識
見
の
す
ぐ
れ
て
居
た
事
を
見

せ
て
居
る
。

村
の
大
き
な
も
の
、
郡
の
広
さ
で
国
と
称
し
た
地
方
豪
族
の
根
拠
地
が
、

数
へ
き
れ
な
い
程
あ
つ
た
。
国
と
言
ふ
と
、
国
郡
制
定
以
後
の
国
と
紛
れ

易
い
故
、
今
此
を
村
と
言
う
て
置
か
う
。
村
々
の
君
主
は
、
次
第
に
強
い

村
の
君
主
に
従
へ
ら
れ
て
行
き
、
村
々
は
大
き
な
村
の
下
に
併
合
せ
ら
れ

て
行
つ
て
、
大
き
な
村
の
称
す
る
国
名
が
、
村
々
を
も
籠
め
て
了
ふ
事
に

な
つ
た
。
秋
津
洲
・
磯
城
島
と
倭
、
皆
大
和
平
原
に
於
け
る
大
き
な
村
の

名
で
あ
つ
た
。
他
の
村
々
の
君
主
も
、
大
体
に
於
て
、
お
な
じ
様
な
信
仰
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組
織
を
持
つ
て
、
村
を
統
べ
て
居
た
。
倭
宮
廷
の
勢
力
が
、
村
々
の
上
に

張
つ
て
来
る
と
、
事
大
の
心
持
ち
か
ら
、
自
然
に
愈
似
よ
つ
た
も
の
に
な

つ
て
来
た
で
あ
ら
う
。

村
の
君
主
は
国
造
と
称
せ
ら
れ
た
。
後
に
な
る
程
、
政
権
の
含
蓄
が
此
　こ
と
ば語　

に
乏
し
く
な
つ
て
、
教
権
の
存
在
を
感
じ
る
様
に
な
つ
て
行
つ
た
様
で
あ

る
。
国
造
と
称
す
る
事
を
禁
じ
、
村
の
君
主
の
後
を
す
べ
て
郡
領
と
呼
び

か
へ
さ
せ
、
一
地
方
官
吏
と
看
做
す
事
に
な
つ
て
も
、
尚
私
か
に
国
造
と

称
す
る
も
の
が
多
か
つ
た
。
平
安
朝
に
な
つ
て
も
、
政
権
に
関
係
な
く
、

村
々
の
君
主
の
祀
つ
た
神
を
、
子
孫
と
し
て
祀
つ
て
居
る
者
に
は
、
国
造

の
称
号
を
黙
認
し
て
居
た
様
で
あ
る
。
出
雲
国
造
・
紀
国
造
・
　ム
ナ
カ
タ

宗
像　
国
造

な
ど
の
類
で
あ
る
。
倭
宮
廷
で
も
、
天
子
自
ら
神
主
と
し
て
、
神
に
仕
へ

ら
れ
た
。
村
々
の
君
主
も
、
神
主
と
し
て
信
仰
的
に
村
々
に
、
勢
力
を
持

つ
て
居
た
の
で
あ
る
。
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神
主
の
厳
格
な
用
語
例
は
、
主
席
神
職
で
あ
つ
て
、
神
の
代
理
と
も
、
象

徴
と
も
な
る
事
の
出
来
る
者
で
あ
つ
た
。
神
主
と
国
造
と
は
、
殆
ど
同
じ

意
義
に
使
は
れ
て
居
る
事
も
多
い
位
で
あ
る
。
村
の
神
の
威
力
を
行
使
す

る
事
の
出
来
る
者
が
、
君
主
と
し
て
、
村
人
に
臨
ん
だ
の
で
あ
る
。
村
の

君
主
の
血
縁
の
女
、
娘
・
妹
・
叔
母
な
ど
言
ふ
類
の
人
々
が
、
国
造
と
国

造
の
神
と
の
間
に
介
在
し
て
、
神
意
を
聞
い
て
、
君
主
の
為
に
、
村
及
び

村
人
の
生
活
を
保
つ
様
々
の
方
法
を
授
け
た
。
其
高
級
巫
女
の
下
に
、
多

数
の
　ウ

ネ
メ

采
女　
と
言
ふ
下
級
巫
女
が
居
た
。

此
組
織
は
、
倭
宮
廷
に
も
備
つ
て
居
た
。
神
主
な
る
天
子
の
下
に
、
神
に

接
近
し
て
生
活
す
る
斎
女
王
と
言
ふ
高
級
巫
女
が
、
天
子
の
近
親
か
ら
択

ば
れ
た
。
伊
勢
の
斎
宮
に
対
し
て
、
後
世
賀
茂
の
斎
院
の
出
来
た
事
か
ら

見
れ
ば
、
本
来
は
主
神
に
仕
へ
る
皇
族
女
子
の
外
に
も
、
有
力
な
神
に
接

す
る
女
王
の
巫
女
が
あ
つ
た
事
は
考
へ
ら
れ
る
。
さ
う
し
て
此
下
に
、
天
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子
の
召
使
と
も
見
え
る
　ウ
ネ
メ

采
女　
が
居
た
。
宮
廷
の
采
女
は
、
郡
領
の
娘
を
徴

し
て
、
あ
る
期
間
宮
廷
に
立
ち
廻
ら
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
采
女
は
単

に
召
使
の
や
う
に
考
へ
て
居
る
の
は
誤
り
で
、
実
は
国
造
に
於
け
る
采
女

同
様
、
宮
廷
神
に
仕
へ
、
兼
ね
て
其
象
徴
な
る
　ア
キ
ツ
カ
ミ

顕
神　
の
天
子
に
仕
へ
る
の

で
あ
る
。
采
女
と
し
て
天
子
の
倖
寵
を
蒙
つ
た
も
の
も
あ
る
。
此
は
神
と

し
て
の
資
格
に
於
て
あ
つ
た
事
で
あ
る
。
采
女
は
、
神
以
外
に
は
触
れ
る

事
を
禁
ぜ
ら
れ
て
居
た
も
の
で
あ
る
。

同
じ
組
織
の
国
造
の
采
女
の
存
在
、
其
貞
操
問
題
が
、
平
安
朝
の
初
め
に

な
る
と
、
宮
廷
か
ら
否
定
せ
ら
れ
て
居
る
。
此
は
、
元
来
な
か
つ
た
制
度

を
、
模
倣
し
た
と
言
は
ぬ
ば
か
り
の
諭
達
で
あ
る
が
、
実
は
宮
廷
の
権
威

に
拘
る
と
見
た
為
で
あ
ら
う
。
此
事
は
、
日
本
古
代
に
初
夜
権
の
実
在
し

た
証
拠
に
な
る
の
で
あ
る
。
村
々
の
君
主
の
家
と
し
て
祀
る
神
の
外
に
も
、

村
人
が
一
家
の
間
で
祀
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
神
が
あ
つ
た
。
庶
物
に
く
つ
ゝ
い
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て
常
在
す
る
神
、
時
を
定
め
て
来
臨
す
る
神
な
ど
は
、
家
々
の
女
性
が
祀

る
こ
と
に
な
つ
て
居
た
。

此
等
の
女
性
が
、
処
女
で
あ
る
事
を
原
則
と
す
る
の
は
勿
論
で
あ
る
が
、

其
は
早
く
破
れ
て
、
現
に
夫
の
な
い
女
は
、
処
女
と
同
格
と
見
た
。
而
も

其
は
二
人
以
上
の
夫
に
は
会
は
な
か
つ
た
も
の
と
言
ふ
条
件
が
あ
つ
た
様

で
あ
る
。
其
が
更
に
頽
れ
て
、
現
に
妻
と
し
て
夫
を
持
つ
て
居
る
者
に
も
、

巫
女
の
資
格
は
認
め
ら
れ
て
居
た
と
見
え
る
。「
神
の
嫁
」
と
し
て
、
神
に

出
来
る
だ
け
接
近
し
て
行
く
の
が
、
此
人
々
の
為
事
で
あ
る
の
だ
か
ら
、

処
女
は
神
も
好
む
も
の
と
見
る
の
は
、
当
然
で
あ
る
。
斎
女
王
も
、
処
女

を
原
則
と
し
た
が
、
中
に
は
寡
婦
を
用
ゐ
た
こ
と
も
あ
る
。

併
し
、
此
今
一
つ
前
の
形
は
ど
う
で
あ
ら
う
。
村
々
の
君
主
の
下
に
な
つ

た
巫
女
が
、
曾
て
は
村
々
の
君
主
自
身
で
あ
つ
た
事
も
あ
る
の
で
あ
る
。

魏
志
倭
人
伝
の
　ヤ

マ

ト

邪
馬
台　
国
の
君
主
　ヒ

ミ

コ

卑
弥
呼　
は
女
性
で
あ
り
、
彼
の
後
継
者
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も
女
児
で
あ
つ
た
。
巫
女
と
し
て
、
呪
術
を
以
て
、
村
人
の
上
に
臨
ん
で
居

た
の
で
あ
る
。
が
、
か
う
し
た
女
君
制
度
は
、
九
州
の
辺
土
に
は
限
ら
な
か

つ
た
。
卑
弥
呼
と
混
同
せ
ら
れ
て
居
た
神
功
皇
后
も
、
最
高
巫
女
と
し
て

の
教
権
を
以
て
、
民
を
統
べ
て
居
ら
れ
た
様
子
は
、
日
本
紀
を
見
れ
ば
知

ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
万
葉
人
の
時
代
で
も
、
女
帝
に
は
殊
に
、
宗
教
的

色
彩
が
濃
い
様
で
あ
る
。
喜
田
博
士
が
発
見
せ
ら
れ
た
女
帝
を
　ナ
カ
ツ
ス
メ
ラ
ミ
コ
ト

中
天
皇　

（
万
葉
に
は
中
皇
命
）
と
言
ふ
の
も
、
博
士
の
解
説
の
様
に
男
帝
へ
の
中
継

ぎ
の
天
子
と
言
ふ
意
で
な
く
、
宮
廷
神
と
天
子
と
の
中
間
に
立
つ
一
種
の

す
め
ら
み
こ
と
の
意
味
ら
し
く
あ
る
。
古
事
記
・
日
本
紀
に
は
天
子
の
性

別
に
つ
い
て
も
、
古
い
処
で
は
判
然
せ
な
い
点
が
あ
る
。
さ
う
言
ふ
処
は
、

す
べ
て
男
性
と
考
へ
易
い
の
で
あ
る
が
、
中
天
皇
の
原
形
な
る
女
帝
が
尚

多
く
在
ら
せ
ら
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

沖
縄
で
は
、
明
治
の
前
ま
で
は
国
王
の
下
に
、
王
族
の
女
子
或
は
寡
婦
が
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斎
女
王
同
様
の
為
事
を
し
て
、
　キ
コ
エ
ウ
フ
キ
ミ

聞
得
大
君　
（
ち
ふ
い
ぢ
ん
）
と
言
う
た
。
尚

家
の
中
途
で
、
皇
后
の
下
に
位
ど
ら
れ
る
事
に
な
つ
た
が
、
以
前
は
沖
縄

最
高
の
女
性
で
あ
つ
た
。
其
下
に
三
十
三
君
と
言
う
て
、
神
事
関
係
の
女

性
が
あ
る
。
其
は
地
方
々
々
の
神
職
の
元
締
め
の
や
う
な
位
置
に
居
る
者

で
あ
つ
た
。
其
下
に
当
る
の
ろ
（
祝
女
）
と
言
ふ
、
地
方
の
神
事
官
吏
な

る
女
性
は
今
も
居
る
。
其
又
下
に
其
地
方
の
家
々
の
神
に
事
へ
る
女
の
神

人
が
居
る
。
此
様
子
は
、
内
地
の
昔
を
髣
髴
さ
せ
る
で
は
な
い
か
。
沖
縄

本
島
で
は
聞
得
大
君
を
君
主
と
同
格
に
見
た
史
実
が
な
い
。
が
、
島
々
の

旧
記
に
は
其
痕
跡
が
残
つ
て
居
る
。

　　
　
　
　
　
三
　
女
軍

　万
葉
及
び
万
葉
以
前
の
女
性
と
さ
へ
言
へ
ば
、
す
ぐ
れ
て
早
く
恋
を
知
り
、
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　く
ち
ど

口
迅　
に
秀
歌
を
詠
ん
だ
も
の
ゝ
様
に
考
へ
ら
れ
て
来
て
居
る
。
併
し
此
と

て
も
や
は
り
、
伝
説
化
せ
ら
れ
た
も
の
に
過
ぎ
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
佳

人
才
女
の
事
蹟
を
伝
へ
た
の
は
、
其
女
性
自
身
の
作
と
伝
へ
な
が
ら
、
実

は
語
部
の
叙
事
詩
其
自
身
が
、
生
み
出
し
た
性
格
で
も
あ
り
、
作
物
で
も

あ
つ
た
。
つ
ま
り
は
物
語
や
、
其
か
ら
游
離
し
た
歌
謡
の
上
に
の
み
、
情

知
り
訣
知
り
ら
し
く
伝
は
つ
た
の
で
、
後
世
か
ら
憧
れ
る
程
の
も
の
で
な

か
つ
た
の
で
あ
る
。
唯
、
事
の
神
事
に
関
す
る
限
り
、
著
し
く
女
性
と
し

て
の
権
威
を
顕
し
、
社
会
的
に
も
活
動
し
た
の
は
事
実
で
あ
る
。
神
の
意

思
を
宣
伝
し
、
神
の
力
を
負
う
て
号
令
す
る
巫
女
の
勢
力
が
、
極
度
に
発

揮
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

近
江
・
藤
原
の
宮
の
頃
か
ら
禁
じ
ら
れ
出
し
た
が
、
尚
、
其
行
き
亘
ら
な

か
つ
た
地
方
に
は
、
存
し
て
居
た
ら
う
と
思
は
れ
る
の
は
、
女
子
の
従
軍

で
あ
る
。
昔
か
ら
学
者
は
軍
旅
の
慰
め
に
、
家
妻
を
伴
う
た
も
の
と
解
し
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て
居
る
。
尤
、
此
法
令
の
出
た
頃
は
、
女
と
戦
争
と
の
交
渉
に
就
て
、
記

憶
が
薄
ら
い
で
居
た
も
の
で
あ
ら
う
。
戦
争
に
於
け
る
巫
女
の
位
置
と
言

ふ
様
な
事
を
考
へ
る
と
、
巫
女
に
し
て
豪
族
の
妻
な
る
者
の
従
軍
は
、
巫

女
で
あ
る
が
為
と
い
ふ
中
心
点
よ
り
、
妻
な
る
が
為
と
言
ふ
方
へ
、
移
つ

て
行
つ
て
居
た
の
で
あ
る
。

日
本
武
尊
の
軍
に
居
ら
れ
た
橘
媛
な
ど
は
、
妻
と
し
て
の
従
軍
と
考
へ
ら

れ
な
く
も
な
い
。
崇
神
天
皇
の
時
に
叛
い
た
　タ
ケ
ハ
ニ
ヤ
ス
ヒ
コ

建
埴
安
彦　
の
妻
　ア

ダ
安
田　
媛
は
、

夫
を
助
け
て
、
一
方
の
軍
勢
を
指
揮
し
た
。
名
高
い
上
毛
野
形
名
の
妻
も
、

其
働
き
ぶ
り
を
見
る
と
、
単
に
「
堀
川
夜
討
」
の
際
の
静
御
前
と
一
つ
に

は
見
ら
れ
な
い
。
や
は
り
女
軍
の
将
で
あ
つ
た
ら
し
い
。
　ツ
キ
ノ
イ
キ
ナ

調
伊
企
儺　
の
妻

　オ
ホ
バ
コ

大
葉
子　
も
神
憑
り
す
る
女
と
し
て
、
部
将
と
し
て
従
軍
し
て
、
俘
に
な
つ

た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
神
功
皇
后
な
ど
は
明
ら
か
に
、
高
級
巫
女
な
る

が
故
に
、
君
主
と
も
、
総
大
将
と
も
な
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
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女
が
軍
隊
に
号
令
す
る
の
に
、
二
つ
の
形
が
あ
る
。
全
軍
の
将
と
し
て
の

場
合
と
、
一
部
隊
の
頭
目
と
し
て
の
時
と
が
其
で
あ
る
。
巫
女
に
し
て
君

主
と
言
つ
た
場
合
は
、
勿
論
前
の
場
合
で
あ
ら
う
が
、
軍
将
の
妻
な
る
巫

女
の
場
合
に
は
、
後
の
形
を
と
つ
た
事
と
思
は
れ
る
。

神
武
天
皇
の
大
和
の
宇
陀
を
伐
た
れ
た
際
に
は
、
敵
の
　エ

シ

キ

兄
磯
城　
・
　オ

ト
シ
キ

弟
磯
城　

の
側
に
も
、
天
皇
の
方
に
も
、
　ヲ
イ
ク
サ

男
軍　
・
　メ
イ
ク
サ

女
軍　
が
編
成
せ
ら
れ
て
居
た
。「
い

く
さ
」
と
言
ふ
語
の
古
い
用
語
例
は
軍
人
・
軍
隊
と
言
ふ
意
で
あ
る
。
軍

勢
に
硬
軟
の
区
別
を
立
て
ゝ
、
軍
備
へ
を
す
る
訣
も
な
い
か
ら
、
　や

さ
が
た

優
形　
の

軍
隊
と
言
つ
た
風
の
譬
喩
表
現
と
見
る
説
は
わ
る
い
。
や
は
り
素
朴
に
、

女
軍
人
の
部
隊
と
説
く
考
へ
が
、
ほ
ん
と
う
で
あ
る
。
巫
女
の
従
軍
し
た

事
実
は
際
限
な
く
あ
る
事
で
、
皆
戦
場
に
於
て
、
神
の
意
思
を
問
ふ
為
で

あ
る
。
其
と
共
に
、
女
軍
を
指
揮
す
る
の
だ
か
ら
、
真
の
戦
闘
力
よ
り
も
、

信
仰
の
上
か
ら
薄
気
味
の
わ
る
い
感
じ
を
持
つ
て
居
た
の
で
あ
ら
う
。
一
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方
か
ら
は
、
他
の
種
族
の
祀
る
異
教
神
の
呪
力
を
、
物
と
も
せ
な
い
勇
者

に
と
つ
て
は
、
極
め
て
脆
い
相
手
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
神
武
天
皇
な
ど

も
、
女
軍
を
破
つ
て
、
敵
を
窮
地
に
陥
れ
て
居
ら
れ
る
。

　ヨ
モ
ツ
シ
コ
メ

黄
泉
醜
女　
の
黄
泉
　イ
ク
サ

軍
衆　
と
言
ふ
の
も
、
死
の
国
の
獰
猛
な
女
の
編
成
し
た
、

死
の
国
の
軍
隊
と
言
ふ
事
で
あ
る
。
い
ざ
な
ぎ
の
命
が
、
あ
れ
程
に
困
ら

さ
れ
た
伝
へ
の
あ
る
の
も
、
祖
先
の
久
し
い
戦
争
生
活
か
ら
来
た
印
象
で

あ
る
。

沖
縄
の
記
録
を
見
る
と
、
三
百
年
前
ま
で
は
、
巫
女
従
軍
の
事
実
は
屡
見

え
て
居
る
。
離
島
方
面
で
は
、
島
々
の
小
ぜ
り
合
ひ
に
、
か
う
し
た
神
意

の
戦
争
が
、
近
年
ま
で
く
り
返
さ
れ
て
居
た
事
と
思
は
れ
る
。

　　
　
　
　
　
四
　
結
婚
―――
女
の
名
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「
　ツ
マ
ヽ

妻
覓　
ぎ
」
と
言
ふ
古
語
は
、
一
口
に
言
へ
ば
求
婚
で
あ
る
。
厳
格
に
見
れ

ば
、
妻
探
し
と
言
ふ
こ
と
に
な
る
。
此
と
似
た
用
語
例
に
あ
る
語
は
「
よ

ば
ふ
」
で
あ
る
。
竹
取
物
語
の
時
代
に
な
る
と
、
既
に
後
世
風
な
聯
想
の

あ
つ
た
事
が
見
え
て
居
る
が
、
や
は
り
「
呼
ぶ
」
を
語
原
と
し
て
居
る
の

で
あ
る
。
大
き
な
声
を
あ
げ
て
物
を
言
ふ
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
な
の

る
」
と
言
ふ
の
と
、
同
義
語
な
の
で
あ
る
。
名
誉
あ
る
敵
手
の
出
現
を
望

む
武
士
の
、
戦
場
で
自
ら
氏
名
を
宣
す
る
形
式
を
言
ふ
事
に
な
つ
て
了
う

た
が
、
古
く
は
、
も
つ
と
な
ま
め
か
し
い
も
の
で
あ
つ
た
。

人
の
名
は
秘
密
で
あ
つ
た
。
男
の
名
も
、
ず
つ
と
古
く
は
幾
通
り
も
設
け

て
置
い
て
、
ど
れ
が
本
名
だ
か
訣
ら
な
く
し
た
も
の
が
あ
つ
た
。
大
汝
ノ

命

な
ど
の
名
の
一
部
分
の
意
義
は
、
大
名
持
即
多
数
の
名
称
所
有
者
の
意
で

あ
つ
て
、
名
誉
あ
る
名
「
　オ
ホ
ナ

大
名　
」
を
持
つ
と
言
ふ
意
で
は
な
い
様
だ
。
事

実
色
々
の
名
を
持
つ
た
神
で
あ
る
。
名
を
人
格
の
一
部
と
見
て
、
本
名
を
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知
れ
ば
、
呪
咀
な
ど
も
自
在
に
行
ふ
事
が
出
来
る
も
の
と
見
た
と
こ
ろ
か

ら
、
な
る
べ
く
名
を
周
知
さ
せ
ぬ
様
に
し
た
の
で
あ
る
。
男
は
其
で
は
と

ほ
ら
ぬ
時
代
に
な
つ
て
も
、
女
は
世
間
的
な
生
活
に
触
れ
る
事
が
尠
か
つ

た
為
、
久
し
く
、
此
風
は
守
り
了
せ
た
も
の
で
あ
る
。
平
安
朝
の
中
末
の

頃
に
な
つ
て
も
、
や
は
り
さ
う
で
あ
つ
た
様
で
あ
る
。

万
葉
（
巻
十
二
）
に
「
た
ら
ち
ね
の
母
が
よ
ぶ
名
を
申
さ
め
ど
、
道
行
く
人

を
誰
と
知
り
て
か
」
と
言
ふ
歌
の
あ
る
の
は
『
あ
な
た
は
、
自
分
の
名
も

家
も
言
は
な
い
ぢ
や
あ
り
ま
せ
ん
か
。
あ
な
た
が
お
つ
し
や
れ
ば
、
母
が

私
に
よ
び
か
け
る
私
の
名
を
ば
、
お
あ
か
し
も
申
し
ま
せ
う
が
、
行
き
す

が
り
の
人
と
し
て
の
あ
な
た
を
、
誰
と
も
知
ら
ず
に
申
さ
れ
ま
せ
う
か
。』

と
言
ふ
の
で
あ
る
。
兄
弟
に
も
知
ら
せ
な
い
名
、
母
だ
け
が
知
つ
て
居
る

名
―――
父
は
知
つ
て
居
る
に
し
て
も
か
う
し
た
言
ひ
方
は
す
る
。
併
し
、

母
だ
け
の
養
ひ
子
の
時
代
を
考
へ
る
と
、
父
母
同
棲
の
後
も
そ
ん
な
事
も
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な
か
つ
た
と
は
言
へ
な
い
―――
其
名
を
、
他
人
で
知
つ
て
居
る
と
言
ふ
の

は
夫
だ
け
で
あ
る
。
女
が
男
に
自
分
の
名
を
知
ら
れ
る
事
は
、
結
婚
を
す

る
と
言
ふ
事
に
な
る
。
だ
か
ら
、
男
は
思
ふ
女
の
名
を
聞
き
出
す
事
に
努

め
る
。
錦
木
を
娘
の
家
の
門
に
立
て
た
東
人
と
は
別
で
、
娘
の
家
の
ま
は

り
を
、
自
身
名
と
家
と
を
　よ

ば喚　
う
て
と
ほ
る
。
此
が
「
よ
ば
ひ
」
で
も
あ
り

「
名
告
り
」
で
も
あ
る
。
女
が
其
男
に
許
さ
う
と
思
ふ
と
、
は
じ
め
て
自
分

の
名
を
其
男
に
明
し
て
聞
か
す
の
で
あ
つ
た
。

か
う
し
て
許
さ
れ
た
後
も
、
男
は
、
女
の
家
に
通
ふ
の
で
、「
よ
ば
ふ
」「
な

の
る
」
が
、
意
義
転
化
を
し
た
時
代
に
な
つ
て
も
、
あ
る
時
期
の
間
は
、

家
に
迎
へ
る
事
を
せ
な
い
。
此
は
平
安
朝
に
な
つ
て
も
さ
う
で
あ
る
。
だ

か
ら
ど
う
し
て
も
、
長
子
な
ど
は
大
抵
　ご

く極　
の
幼
時
は
、
母
の
家
で
育
つ
の

で
あ
る
。
古
く
か
ら
祖
の
字
を
「
お
や
」
と
訓
ま
し
て
、
両
親
の
意
で
な

く
「
お
つ
か
さ
ん
」
の
意
に
使
ふ
事
に
な
つ
て
居
る
の
は
、
字
は
借
り
物
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だ
が
、
語
に
は
歴
史
が
あ
る
。
母
を
専
ら
親
と
も
言
ふ
の
は
、
父
に
親
し

み
の
薄
か
つ
た
幼
時
の
用
語
を
、
成
長
後
ま
で
も
使
う
た
為
で
あ
る
。

娘
の
家
へ
通
ふ
神
の
話
は
、
其
こ
そ
数
へ
き
れ
ぬ
程
あ
る
。
此
は
神
ば
か

り
で
な
く
、
人
も
行
う
た
為
方
で
あ
つ
た
。
ど
こ
か
ら
来
る
と
も
名
の
ら

ず
、
ひ
ど
い
の
に
な
る
と
、
顔
や
姿
さ
へ
暗
闇
ま
ぎ
れ
に
一
度
も
見
せ
な

い
の
が
あ
る
。
小
説
と
は
言
ひ
で
ふ
、
源
氏
物
語
の
人
情
物
の
時
代
に
な

つ
て
も
、
尚
且
、
光
源
氏
の
夕
顔
の
許
へ
通
ひ
つ
ゞ
け
た
頃
は
、
紐
の
つ

い
た
顔
掩
ひ
を
し
て
居
た
様
に
書
い
て
あ
る
。
ま
さ
か
其
頃
は
そ
ん
な
事

も
な
か
つ
た
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
が
、
か
う
し
た
事
の
出
来
る
の
は
、
過

去
の
長
い
繰
り
返
し
の
な
ご
り
で
あ
る
。
つ
ま
り
は
、
よ
そ
の
村
の
男
が

通
う
て
来
る
時
に
、
と
つ
た
方
法
と
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
よ
そ
の
村
が

異
種
族
の
団
体
と
見
ら
れ
て
居
た
の
は
、
国
家
意
識
が
出
て
後
に
も
、
尚

続
い
て
居
た
で
あ
ら
う
。
が
、
か
う
し
た
結
婚
法
は
、
ど
こ
ま
で
が
実
生
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活
の
俤
で
、
ど
こ
か
ら
が
神
話
化
せ
ら
れ
て
居
る
の
か
、
区
別
が
つ
き
に

く
い
。

唯
、
此
形
の
今
一
つ
古
い
形
と
見
ら
れ
る
の
は
、
女
の
家
に
通
ふ
と
言
ふ

手
ぬ
る
い
方
法
で
な
く
、
よ
そ
の
娘
を
盗
ん
で
来
る
結
婚
の
形
で
あ
る
。

外
族
の
村
ど
う
し
の
結
婚
の
末
、
始
終
円
満
に
行
か
ず
、
何
人
か
子
を
産

ん
で
後
、
つ
ひ
に
出
さ
れ
て
戻
つ
た
妻
も
あ
つ
た
。
さ
う
な
る
と
、
子
は

父
の
手
に
残
り
、
母
は
異
郷
に
あ
る
訣
で
あ
る
。
子
か
ら
見
れ
ば
、
さ
う

し
た
母
の
居
る
外
族
の
村
は
、
言
は
う
様
な
く
懐
し
か
つ
た
で
あ
ら
う
。

夢
の
様
な
憧
れ
を
よ
せ
た
国
の
俤
は
、
だ
ん
〳
〵
空
想
せ
ら
れ
て
行
つ
た
。

結
婚
法
が
変
つ
た
世
に
な
つ
て
も
、
此
空
想
だ
け
は
残
つ
て
居
て
「
　ハ妣ヽ　
が

国
」
と
言
ふ
語
が
、
古
代
日
本
人
の
頭
に
深
く
印
象
し
た
。
妣
は
祀
ら
れ

た
母
と
言
ふ
義
で
あ
る
。
又
古
伝
説
に
も
、
死
ん
だ
妣
の
居
る
国
と
言
ふ

風
に
扱
う
て
居
る
が
、
此
語
を
使
つ
た
名
高
い
僅
か
な
話
が
、
亡
き
母
に
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関
聯
し
て
居
る
為
で
あ
ら
う
。
此
語
は
以
前
私
も
、
日
本
人
大
部
分
の
移

住
以
前
の
故
土
を
、
譬
喩
的
に
母
な
る
国
土
と
し
た
の
だ
と
考
へ
て
居
た

が
、
さ
う
で
は
な
い
。
全
然
空
想
の
衣
を
着
せ
ら
れ
て
後
は
、
恋
し
い
母

の
死
ん
で
行
つ
て
ゐ
る
所
と
言
ふ
風
に
考
へ
ら
れ
た
で
あ
ら
う
が
、
意
義

よ
り
も
語
の
方
が
古
い
の
で
あ
る
。
か
う
言
つ
た
結
婚
法
が
や
は
り
段
々

と
見
え
て
居
る
。

奪
掠
婚
と
言
ふ
が
、
此
は
近
世
ば
か
り
か
、
今
も
、
其
形
式
は
内
地
に
も

残
つ
て
居
る
。
唯
古
代
の
奪
掠
法
と
も
見
え
る
結
婚
の
記
録
も
、
巫
女
生

活
の
記
念
と
言
ふ
側
か
ら
見
る
と
、
さ
う
一
概
に
も
定
め
ら
れ
ぬ
と
こ
ろ

が
あ
る
。
景
行
天
皇
に
隙
見
せ
ら
れ
た
美
濃
ノ

国
　ク
ヽ
リ泳　ノ
　ミ
ヤ宮　
ノ

弟
媛
（
景
行
紀
）

は
、
天
子
に
迎
へ
ら
れ
た
け
れ
ど
も
、
隠
れ
て
了
う
て
出
て
来
な
い
。
姉

　ヤ
サ
カ
イ
リ
ヒ
メ

八
坂
入
媛　
を
よ
こ
し
て
言
ふ
に
は
「
私
は
と
つ
ぎ
の
道
を
知
り
ま
せ
ん
か

ら
」
と
言
ふ
の
で
あ
る
。
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お
な
じ
天
皇
が
、
日
本
武
尊
ら
の
母
　イ
ナ
ミ
オ
ホ
イ
ラ
ツ
メ

印
南
大
郎
女　
（
播
磨
風
土
記
）
の
許

に
行
か
れ
た
際
、
大
郎
女
は
逃
げ
て
〳
〵
、
加
古
川
の
川
口
の
　イ

ナ
ミ
ツ
マ

印
南
都
麻　

と
言
ふ
島
に
上
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
川
岸
に
残
し
た
愛
犬
が
、
其
島
に
向

い
て
吠
え
た
の
で
、
其
処
に
居
る
事
が
知
れ
て
、
天
子
が
出
向
い
て
連
れ

戻
ら
れ
た
。
印
南
の
地
名
は
、
隠
れ
る
・
ひ
つ
こ
も
る
な
ど
の
意
の
「
い

な
む
」
と
言
ふ
語
の
名
詞
形
か
ら
出
た
の
だ
と
言
ふ
。
島
の
名
も
、
か
く

れ
妻
と
言
ふ
意
だ
と
あ
る
。「
い
な
み
づ
ま
」
言
ひ
か
へ
れ
ば
、
逃
婚
と
言

ふ
事
に
な
る
。
奪
掠
婚
に
対
し
て
、
逃
走
婚
と
言
ふ
方
法
を
考
へ
に
入
れ

ね
ば
、
奪
掠
の
真
意
義
も
わ
か
り
に
く
か
ら
う
と
思
ふ
。

地
方
豪
族
の
娘
は
、
其
土
地
の
神
の
巫
女
た
る
者
が
多
い
。
殊
に
神
に
関

し
た
事
の
み
語
る
物
語
の
性
質
か
ら
見
て
も
、
此
等
の
処
女
が
、
巫
女
で

あ
つ
た
事
は
察
せ
ら
れ
る
。
巫
女
な
る
が
故
に
、
人
間
の
男
と
の
結
婚
に
、

此
ま
で
の
神
と
の
仲
ら
ひ
を
喜
ん
で
棄
て
る
様
に
見
え
て
は
、
神
に
す
ま
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な
く
も
あ
り
、
其
怒
り
が
恐
ろ
し
い
の
で
あ
る
。
其
で
形
式
と
し
て
も
、

逃
走
婚
の
姿
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
又
真
実
、
従
来
の
生
活

と
別
れ
る
事
の
愛
着
の
上
か
ら
言
つ
て
も
、
自
然
に
も
さ
う
な
つ
た
で
あ

ら
う
。
　オ
ト
ヒ
メ

弟
媛　
の
如
き
は
其
例
で
、
原
則
と
し
て
の
巫
女
の
処
女
生
活
を
守

り
貫
い
た
訣
で
あ
る
。
　オ

ホ
イ
ラ
ツ
メ

大
郎
女　
の
方
は
、
あ
ん
な
に
逃
げ
て
置
き
な
が
ら

と
思
は
れ
る
程
、
つ
か
ま
つ
た
と
な
る
と
、
極
め
て
従
順
で
あ
つ
た
様
で

あ
る
。

此
も
沖
縄
の
民
間
伝
承
が
此
の
説
明
に
役
立
つ
。
首
里
市
か
ら
陸
上
一
里

半
海
上
一
里
半
の
東
方
に
あ
る
久
高
島
で
は
、
島
の
女
の
す
べ
て
が
、
一

生
涯
の
半
は
、
神
人
と
し
て
神
祭
り
に
与
か
る
。
大
正
の
初
め
に
島
中
の

申
し
合
せ
で
自
今
廃
止
と
言
ふ
事
に
な
つ
て
、
若
い
男
た
ち
が
ほ
つ
と
し

た
結
婚
法
が
あ
る
。

婚
礼
の
当
夜
、
盃
事
が
す
む
と
同
時
に
、
花
嫁
は
家
を
遁
げ
出
て
、
森
や
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神
山
（
　オ
タ
ケ

御
嶽　
と
言
ふ
）
や
岩
窟
な
ど
に
匿
れ
て
、
夜
は
姿
も
見
せ
な
い
。

昼
は
公
然
と
村
に
来
て
、
嫁
入
り
先
の
家
の
水
壺
を
満
た
す
為
に
、
　カ

ア井　
の

水
を
頭
に
載
せ
て
搬
ん
だ
り
す
る
。
男
は
友
だ
ち
を
　カ
タ
ラ談　う
て
、
花
嫁
の
あ

り
か
を
つ
き
止
め
る
為
に
、
顔
色
も
青
く
な
る
ま
で
尋
ね
廻
る
。
若
し
、

三
日
や
四
日
で
見
つ
か
る
と
、
前
々
か
ら
申
し
合
せ
て
あ
つ
た
も
の
と
見

て
、
二
人
の
間
が
ら
は
、
島
人
全
体
か
ら
疑
は
れ
る
事
に
な
る
。
勿
論
爪

弾
き
を
す
る
の
だ
。
長
く
隠
れ
了
せ
た
程
、
結
構
な
結
婚
と
見
な
さ
れ
る
。

「
　ウ

チ
マ

内
間　
ま
か
」
と
言
ひ
、
職
名
　ホ

カ
マ
ノ
ロ

外
間
祝
女　
と
言
は
れ
て
居
る
人
な
ど
は
、
今

年
七
十
七
八
で
あ
る
が
、
嫁
入
り
の
当
時
に
、
七
十
幾
日
隠
れ
と
ほ
し
た

と
言
ふ
が
、
此
が
頂
上
だ
さ
う
で
あ
る
。
夜
、
聟
が
嫁
を
捉
へ
た
と
な
る

と
、
髪
束
を
ひ
つ
ゝ
か
ん
だ
り
、
随
分
手
荒
な
事
を
し
て
連
れ
戻
る
。
女

も
出
来
る
だ
け
の
大
声
を
あ
げ
て
号
泣
す
る
。
其
で
村
中
の
人
が
、
ど
こ

そ
こ
の
嫁
と
り
も
、
と
う
〳
〵
落
着
し
た
と
知
る
事
に
な
る
の
で
あ
る
。
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か
う
し
た
花
嫁
の
心
持
ち
は
、
微
妙
な
も
の
で
あ
ら
う
か
ら
、
単
に
形
式

一
遍
に
泣
く
と
も
見
ら
れ
ぬ
が
、
と
も
か
く
神
と
人
間
と
の
間
に
あ
る
女

と
し
て
の
身
の
処
置
は
、
か
う
ま
で
せ
ね
ば
解
決
が
つ
か
な
か
つ
た
の
で

あ
る
。
此
風
を
、
沖
縄
全
体
の
中
、
最
近
ま
で
行
う
て
居
た
の
は
、
此
島

だ
け
で
あ
る
。
其
に
も
拘
ら
ず
、
曾
て
一
般
に
行
う
た
ら
し
い
痕
跡
は
、

　ツ
マ
ヽ

妻
覓　
ぎ
に
該
当
す
る
「
と
じ
・
か
め
ゆ
ん
」（
妻
捜
す
）「
と
じ
・
と
め
ゆ

ん
」（
妻
覓
る
）
な
ど
言
ふ
語
で
、
結
婚
す
る
意
を
示
す
事
で
あ
る
。

又
此
島
で
は
、
十
三
年
に
一
度
新
神
人
の
就
任
式
の
様
な
も
の
が
あ
る
。

神
人
な
る
資
格
の
有
無
を
試
験
す
る
事
が
、
同
時
に
就
任
式
の
形
に
な
る

の
で
あ
る
。「
い
ざ
い
ほ
ふ
」
と
言
ふ
名
称
で
あ
る
。
同
時
に
、
二
人
の
夫

を
持
つ
て
居
る
様
な
事
が
な
い
か
を
試
験
す
る
の
で
、
七
つ
橋
と
言
ふ
低

い
橋
の
上
を
渡
ら
せ
る
。
此
貞
操
試
験
を
経
て
、
神
人
と
な
る
と
共
に
、

村
の
女
と
し
て
の
完
全
な
資
格
を
持
つ
訣
で
あ
る
。
何
で
も
な
い
草
原
の
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上
の
仮
橋
か
ら
落
ち
て
、
気
絶
し
た
り
、
死
ん
だ
り
す
る
不
貞
操
な
女
も

あ
る
と
言
ふ
。
此
は
、
巫
女
が
処
女
の
み
で
な
く
、
人
妻
を
も
採
用
す
る

様
に
な
つ
た
時
代
の
形
で
、
沖
縄
本
島
で
も
古
く
か
ら
巫
女
の
二
夫
に
見

ゆ
る
を
認
め
ら
れ
な
か
つ
た
事
実
の
あ
る
の
と
、
根
柢
は
一
つ
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
内
地
の
昔
に
も
亦
、
此
が
あ
つ
た
。
東
近
江
の
筑
摩
神
社
の

祭
り
に
は
、
氏
人
の
女
は
持
つ
た
夫
の
数
だ
け
の
鍋
を
か
づ
い
て
出
た
と

言
ふ
。
伊
勢
物
語
に
も
歌
が
あ
る
程
で
、
名
高
い
事
だ
が
、
実
は
一
種
の

「
い
ざ
い
ほ
ふ
」
に
過
ぎ
な
か
つ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
鍋
一
つ
か
ぶ
る
女

に
し
て
、
神
人
た
る
資
格
が
あ
つ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。

　　
　
　
　
　
五
　
女
の
家

　近
松
翁
の
「
女
殺
油
地
獄
」
の
下
の
巻
の
書
き
出
し
に
「
三
界
に
家
の
な
い
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女
な
が
ら
、
五
月
五
日
の
ひ
と
夜
さ
を
、
女
の
家
と
言
ふ
ぞ
か
し
」
と
あ

る
。
近
古
ま
で
も
あ
つ
た
五
月
五
日
の
夜
祭
り
に
、
男
が
出
払
う
た
後
に
、

女
だ
け
家
に
残
る
と
言
ふ
風
の
あ
つ
た
暗
示
を
含
ん
で
居
る
語
で
あ
る
。

鳰
鳥
の
　
葛
飾
早
稲
を
贄
す
と
も
、
彼
愛
し
き
を
、
　ト外　
に
立
て
め
や

も誰
ぞ
。
此
家
の
戸
押
ふ
る
。
　ニ
フ
ナ
ミ

新
嘗
忌　
に
、
わ
が
夫
を
遣
り
て
、
斎
ふ

此
戸
を

万
葉
巻
十
四
に
出
た
東
歌
で
あ
る
。
新
嘗
の
夜
の
忌
み
の
模
様
は
、
お
な

じ
頃
の
お
な
じ
東
の
事
を
伝
へ
た
常
陸
風
土
記
に
も
見
え
て
ゐ
る
。
　ミ
オ
ヤ

御
祖　

の
神
即
、
母
神
が
、
地
に
降
つ
て
、
姉
な
る
、
富
士
に
宿
を
頼
む
と
、
今

晩
は
新
嘗
で
す
か
ら
と
、　に
、　べ
も
な
く
断
つ
た
。
妹
筑
波
に
頼
む
と
新
嘗
の

夜
だ
け
れ
ど
、
お
母
さ
ん
だ
か
ら
と
言
う
て
、
内
に
入
れ
て
も
て
な
し
た
。

其
か
ら
母
神
の
呪
咀
に
よ
つ
て
、
富
士
は
一
年
中
雪
が
ふ
つ
て
、
人
の
も
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て
は
や
さ
ぬ
山
と
な
り
、
筑
波
は
花
紅
葉
に
よ
く
、
諸
人
の
登
る
事
が
絶

え
ぬ
と
あ
る
。

新
嘗
の
夜
は
、
神
と
巫
女
と
相
共
に
、
米
の
贄
を
喰
ふ
晩
で
、
神
事
に
与

ら
ぬ
男
や
家
族
は
、
脇
に
出
払
う
た
の
で
あ
る
。
早
稲
を
煮
た
お
上
り
物

を
奉
る
夜
だ
と
言
つ
て
も
、
あ
の
人
の
来
て
居
る
の
を
知
つ
て
、
表
に
立

た
し
て
置
か
れ
よ
う
か
、
と
言
ふ
処
女
な
る
神
人
の
心
持
ち
を
出
し
た
民

謡
で
あ
る
。
後
の
は
、
亭
主
を
外
へ
出
し
て
や
つ
て
、
女
房
一
人
、
神
人

と
し
て
の
役
を
と
り
行
う
て
居
る
此
家
の
戸
を
、
つ
き
動
か
す
の
は
誰
だ
。

さ
て
は
、
忍
び
男
だ
な
、
と
言
ふ
位
の
意
味
で
あ
る
。

神
社
が
祭
り
を
専
門
に
行
ふ
処
と
言
ふ
風
に
な
つ
て
、
家
々
の
祭
り
が
段
々

行
は
れ
な
く
な
る
と
、
家
の
処
女
や
、
主
婦
が
巫
女
と
し
て
の
為
事
を
忘

れ
て
了
ふ
様
に
な
る
。
其
で
も
徳
川
の
末
ま
で
は
、
　イ
ツ
ト
キ

一
時　
上
﨟
な
ど
ゝ
言

つ
て
、
女
の
神
人
を
、
祭
り
の
為
に
、
臨
時
に
民
家
か
ら
択
び
出
す
様
な
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風
が
、
方
々
に
あ
つ
た
事
を
思
へ
ば
、
神
来
つ
て
、
家
々
を
訪
問
す
る
夜

に
は
、
所
謂
「
女
の
家
」
が
実
現
せ
ら
れ
た
の
で
あ
つ
た
。

沖
縄
で
も
、
地
方
々
々
の
祭
り
の
日
に
、
家
族
は
海
岸
な
ど
に
出
て
、
女

だ
け
が
残
つ
て
、
神
に
仕
へ
る
風
が
可
な
り
多
い
。
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